
三
陸
沿
岸
に
誘
客
促
進

東
京
で

商
談
会
　


自
治
体
、事
業
者
が
Ｐ
Ｒ

食
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
魅
力

高山に「街の駅　匠館」開業
旧
市
街
の
周
遊
観
光
拠
点
に

滞
留
時
間
延
長
で
活
性
化
を

飛
騨
を
味
わ
う
レ
ス
ト
ラ
ン

自
治
体
と
の
連
携
強
化
へ

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　

訪
日
サ
ー
ビ
ス
拡
充
も

鳥取県

集客策などアピール
団体に円バック

文化審議会

史跡・名勝など
新指定件答申

今年度上半期

九州発着のフェリー
旅客、車両とも減少

日
本
旅
館
協
会
が
移
転
へ

旅
館
会
館
ビ
ル
に
　


月
８
日
か
ら

ＪＣＨＡの月

客室利用率は
九州がポイ

ント増

家電量販のノジマ

全店で免税対応
多言語接客も強化

事
務
所
を
移
転

日
観
チ
ェ
ー
ン

白川社長
「冬の高山は『古い
町並』に雪が積もっ
てとても綺麗。夜は
街頭の明かりが照ら
し風情がある。冬の
高山もおすすめ」

匠館
〒‐　岐阜県高山市下三之町１‐
TEL‐‐　FAX‐‐
http://www.takumikan.com/

飛騨イタリアン「アルティジャーノ」
TEL‐‐　FAX‐‐

（上）２階シラカワのショール
ームはモダンな家具を展示
（下）１階カフェでは５㍍㌢
のタモの一枚板のテーブルで
自家製ケーキなどを楽しめる

３階のテラス席からは飛騨
の山々を望む。テラス席は
ペット可

（上）３階レストランのオープンキッチンには
大型のピザ用石窯を設置（左下）奥美濃古地鶏
の和風生パスタ（右下）匠館オリジナルのかり
んとうは約種類。ハバネロ味、コーヒー味
が人気。各円、３袋で円

　
岐
阜
県
高
山
市
の
飛
騨
家
具
メ
ー
カ
ー「
シ
ラ
カ
ワ
」

（
白
川
勝
規
社
長
）
が
、
高
山
観
光
の
中
心
地
に
団
体

ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
観
光
商
業
施
設
「
街
の

駅
　
匠
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
散
策
が
中
心
と
な
る

高
山
観
光
の
拠
点
と
し
て
観
光
客
に
利
用
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
滞
留
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
町
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
。

（右）匠館外観。
町屋風の造りが
町並みに調和し
ている。（上）匠
館のロゴマーク

　
匠
館
は
高
山
散
策
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト「
古
い
町
並
」の
上

三
之
町
と
秋
の
高
山
祭
り

「
八
幡
祭
」が
開
催
さ
れ
る
桜

山
八
幡
宮
に
つ
な
が
る
下
三

之
町
の
ち
ょ
う
ど
中
心
に
位

置
す
る
。Ｊ
Ｒ
高
山
駅
か
ら

徒
歩

分
と
ア
ク
セ
ス
も
良

く
、大
型
バ
ス
が

台
収
容

で
き
る
駐
車
場
か
ら
も
近

い
。

　
３
階
建
て
ビ
ル
は
高
山
の

町
並
み
に
合
わ
せ
た
町
屋
風

の
外
観
。
目
の
前
を
流
れ
る

宮
川
沿
い
は
、
日
本
三
大
朝

市
の
宮
川
朝
市
が
毎
日
開
催

さ
れ
る
。

　
１
階
の
宮
川
に
面
し
た
ス

ペ
ー
ス
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た


席
の
カ
フ
ェ
「
ラ
・
シ
ェ

ー
ズ
」
。
匠
館
を
設
計
し
た

岩
倉
榮
利
氏
が
カ
フ
ェ
の
内

装
に
合
わ
せ
て
、
座
り
心
地

の
良
い
椅
子
も
デ
ザ
イ
ン
し

た
。
朝
市
に
合
わ
せ
て
オ
ー

プ
ン
す
る
の
で
、
朝
市
散
歩

の
途
中
に
立
ち
寄
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
カ
フ
ェ
の
と
な
り
は
、
飛

騨
高
山
や
岐
阜
県
の
特
産
品

を
そ
ろ
え
る
「
飛
騨
ス
タ
イ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
。
地
元
作

家
の
工
芸
品
を
中
心
に
木
の

小
物
、藍
染
め
、小
糸
焼
き
、

渋
草
焼
き
、
美
濃
和
紙
の
照

明
な
ど
を
販
売
す
る
。

　
食
品
コ
ー
ナ
ー
に
は
匠
館

で
し
か
買
え
な
い
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
か
り
ん
と

う
、
ラ
ス
ク
、
世
界
お
茶
ま

つ
り
受
賞
銘
柄
の
ほ
う
じ
茶

「
飛
騨
の
露
」
な
ど
、
国
内

外
の
旅
行
者
に
人
気
の
土
産

品
が
並
ぶ
。

　
２
階
は
シ
ラ
カ
ワ
の
ト
ー

タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト

を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
商

品
が
オ
ー
ダ
ー
で
作
ら
れ
る

特
注
品
だ
。

　
３
階
は
匠
館
メ
ー
ン
の
イ

タ
ン
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ア
ル
テ
ィ
ジ

ャ
ー
ノ
」
。

席
の

テ
ラ
ス
席
も
含
め
て

常
設
で
１
０
６
席
用

意
。
ピ
ー
ク
時
に
は

隣
接
す
る
地
元
作
家

の
飛
騨
家
具
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
使
用
す
る
と

１
６
６
席
ま
で
増
や

せ
る
。

　
生
パ
ス
タ
や
石
窯
で
焼
く

ピ
ザ
、
サ
ラ
ダ
バ
ー
な
ど
飛

騨
高
山
の
新
鮮
な
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
創
作
イ
タ

リ
ア
ン
は
地
元
客
に
も
人

気
。
有
名
ホ
テ
ル
や
料
亭
で

腕
を
振
る
っ
た
シ
ェ
フ
の
料

理
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
明
る

い
空
間
で
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
団
体
ツ
ア
ー
向
け
の

プ
ラ
ン
も
用
意
し
て
い
る
。

□
　
　
■
　
　
□

　
高
山
の
観
光
エ
リ
ア
（
旧

市
街
地
）
は
南
北
一
直
線
に

伸
び
て
い
る
た
め
、
回
遊
す

る
の
が
難
し
い
。
ま
た
団
体

客
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
が
な
か
っ
た
た
め
、

団
体
客
の
高
山
滞
留
時
間
は

１
時
間
半
ほ
ど
。
白
川
社
長

は
「
ゆ
っ
く
り
食
事
し
て
も

ら
う
場
所
を
作
る
こ
と
で
、

滞
留
時
間
を
延
ば
し
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

考
え
た
。

　
ま
た
メ
ー
ン
の
通
り
に
は

休
憩
所
や
公
衆
ト
イ
レ
が
な

い
こ
と
か
ら
、
匠
館
の
ト
イ

レ
は
誰
で
も
自
由
に
使
え
る

半
公
共
の
場
と

し
、
建
物
外
部
に

は
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ

ー
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
用
の
駐
輪
場

も
設
置
し
た
。

　
旅
行
会
社
に
は

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
し
て
飛
騨
の

家
具
を
見
た
り
、

街
歩
き
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、

１
階
の
カ
フ
ェ
を
集
合
場
所

に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
可

能
と
提
案
す
る
。
「
ゆ
と
り

を
も
っ
て
高
山
観
光
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
手
助
け
に
な

れ
ば
」
と
白
川
社
長
。
「
再

び
高
山
を
訪
れ
て
み
た
い
と

い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． ． 北　陸 ． ．

東　北 ． ． 近　畿 ． ．

関　東 ． ． 中　国 ． ．

甲信越 ． ． 四　国 ． ．

東　海 ． ． 九　州 ． ．

月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟

（１０）第２７７７号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１２月１日（月曜日）

　
陸
中
海
岸
魚
彩
王
国
実
行
委
員
会
（
会
長
・
澤
田
克
司
宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会

長
）
と
三
陸
復
興
国
立
公
園
協
会
（
会
長
・
山
本
正
徳
宮
古
市
長
）
は

月

日
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
首
都
圏
観
光
客
誘
致
説
明
会
を
開
い
た
。
被
災
し
た
沿
岸
地

域
へ
の
観
光
誘
客
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
岩
手
県
や
青
森
県
の

の
自
治
体
、
観
光

関
係
者
が
旅
行
会
社
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

三陸復興国立公園協会会長の山本宮古
市長があいさつした

原
田
代
表

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
谷
本
さ
ん
と

鳥
取
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
リ
ピ
ー
」

名勝に指定される袋田の滝（茨城県大子町）

　
首
都
圏
を
中
心
に
店
舗
展

開
す
る
家
電
量
販
大
手
の
ノ

ジ
マ
（
横
浜
市
）
は
こ
の
ほ

ど
、
全
１
２
４
店
舗
で
免
税

対
応
を
始
め
た
。
同
社
に
よ

る
と
、
家
電
量
販
大
手
が
全

店
舖
で
免
税
対
応
を
行
う
の

は
同
社
が
初
め
て
と
な
る
。

　
同
社
は
訪
日
外
国
人
客
も

多
く
訪
れ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
へ
の
出
店
を
拡
大
し

て
お
り
、

月
の
免
税
対
象

商
品
の
拡
大
も
受
け
て
、
全

店
で
の
免
税
取
り
扱
い
実
施

に
踏
み
切
っ
た
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多

機
能
携
帯
端
末
）
を
使
っ
て

多
言
語
に
よ
る
接
客
に
取
り

組
む
な
ど
、
外
国
人
客
対
応

を
強
化
す
る
。

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
度
上
半

期（
２
０
１
４
年
４
～
９
月
）

の
九
州
に
発
着
す
る
長
距
離

フ
ェ
リ
ー
航
路
の
輸
送
実
績

を
発
表
し
た
。

　
対
象
は
、
片
道
の
航
路
距

離
が
３
０
０
㌔
以
上
で
、
九

州
に
発
着
す
る
５
社
８
航
路

（
本
土
―
奄
美
―
沖
縄
航
路

を
除
く
）
。

　
旅
客
は
前
年
同
期
比
７
・

５
％
減
の

万
３
０
６
３

人
、
車
両
は
同
２
・
１
％
減

の

万
１
３
５
３
台
に
な
っ

た
。

　
旅
客
、
車
両
と
も
に
減
少

し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
各

事
業
者
と
も
、
利
用
者
が
増

加
す
る
夏
季
（
７
、
８
月
）

の
台
風
な
ど
に
よ
る
欠
航
が

大
き
く
影
響
し
た
と
指
摘
し

て
い
る
と
い
う
。

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
藤
野
公
孝

会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
会
員
ホ
テ
ル
（
１
９
３
ホ
テ
ル
、
２
・
９
万
室
）
を
対

象
に
調
査
し
た
今
年

月
の

全
国
平
均
客
室

利
用
率
は

・

７
％
で
、
前
年

同
月
比
で
は
３

・
４
㌽
の
増
加

だ
っ
た
。

　
地
域
別
で
の

利
用
率
の
ト
ッ

プ
は

・
０
％

の
関
東
。
次
い

で
、

・
９
％

の
近
畿
、

・

９
％
の
九
州
、


・
２
％
の
中
国
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
地
域
は

・
８
㌽

増
の
九
州
、
８
・
９
㌽
増
の

東
北
、８
・
０
㌽
増
の
北
陸
、

７
・
９
㌽
増
の
四
国
な
ど
だ

っ
た
。

　
一
方
、
利
用
率
が
低
か
っ

た
地
域
は
、

・
６
％
の
東

海
、

・
０
％
の
東
北
、


・
９
％
の
四
国
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

下
が
っ
た
地
域
は
な
か
っ

た
。

　
日
観
チ
ェ
ー
ン
（
安
籐
寛

一
所
長
）
は

月

日
に
事

務
所
を
移
転
し
た
。

　
新
住
所
は
〒
１
６
０
―
０

０
２
２
東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
―

―
９
第
一
Ｋ
Ｓ
ビ
ル

２
Ｆ
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
従
来
通
り
☎
０
３
（
３

３
５
４
）
３
７
９
５
、
フ
ァ

ク
ス
同
３
８
９
５
。

　
冒
頭
に
あ
い
さ
つ
し
た
山

本
会
長
は
、
昨
年
、
同
公
園

と
同
じ
地
域
が
三
陸
ジ
オ
パ

ー
ク
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
触

れ
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
地
質
が

学
べ
る
と
と
も
に
震
災
を
学

ぶ
場
と
し
て
選
ば
れ
た
。
復

興
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
の

で
、
不
自
由
な
く
来
て
も
ら

い
、
十
分
な
お
も
て
な
し
が

で
き
る
」
と
述
べ
、
商
品
造

成
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　
「
魚
彩
王
国
」
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
や
大
手
旅
行
会
社
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
１
９
９

６
年
か
ら
始
ま
っ
た
食
と
体

験
を
取
り
入
れ
た
ツ
ア
ー
。

本
格
復
興
か
ら
２
年
目
を
迎

え
、
新
鮮
な
魚
貝
類
を
好
き

な
だ
け
白
米
の
上
に
の
せ
て

食
べ
る
「
ぶ
っ
か
け
祭
り
」

を

月
に
開
始
、
来
年
１
月

か
ら
の
「
い
わ
て
冬
期
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
中
で
も
行
う

と
澤
田
会
長
は
述
べ
た
。

　
澤
田
会
長
は
、
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、
「
地

球
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
場

所
。
三
陸
海
岸
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
も
ら
い
、
ジ
オ
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
旅
行
商
品
化
し
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部

観
光
課
の
菅
原
健
司
宣
伝
誘

客
担
当
課
長
は
、
同
県
の
観

光
の
現
状
に
つ
い
て
「
一
昨

年
の
平
泉
の
世
界
遺
産
登

録
、昨
年
の『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』

の
効
果
で
県
の
観
光
は
震
災

前
ま
で
回
復
し
た
が
、
沿
岸

部
は
８
割
の
水
準
に
と
ど
ま

る
。
沿
岸
地
域
の
誘
客
が
課

題
」
と
述
べ
、
「
来
年
１
～

３
月
と
秋
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

重
点
販
売
地
域
に
な
っ
て
い

る
。
宮
古
沿
岸
地
域
を
含
め

て
全
県
で
観
光
客
の
受
け
入

れ
を
準
備
し
て
い
る
」
と
強

調
し
た
。
　
【
遠
藤
真
澄
】

　
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
原
田
劉
静
織
代
表
は

月


日
に
メ
デ
ィ
ア
向
け
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
東
京
都
渋

谷
区
の
本
社
で
開
き
、
観
光

庁
や
地
方
自
治
体
と
の
連
携

強
化
、
訪
日
旅
行
の
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
い
く
方
針
を

語
っ
た
。
旅
行
情
報
サ
イ
ト

と
し
て
「
公
平
公
正
の
立
ち

場
で
運
営
し
て
い
る
」
と
強

調
し
、
旅
行
に
関
す
る
情
報

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す

る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト

ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

差
別
化
を
図
り
、
国
内
旅
行

関
連
サ
イ
ト
１
位
を
目
指
し

て
い
く
。

　
原
田
代
表
は
「
２
０
１
５

年
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

の
年
」
と
考
え
を
示
し
た
。

観
光
庁
や
自
治
体
と
意
欲
的

に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
今

夏
に
は
観
光
庁
の
ビ
ジ
ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
と
連
携

し
、
訪
日
に
対
す
る
意
識
の

高
い

カ
国
で
、
各
国
の
興

味
、
関
心
に
合
わ
せ
た
日
本

の
魅
力
を
伝
え
る
特
設
ペ
ー

ジ
を
展
開
し
た
。
自
治
体
と

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
先

頃
京
都
市
と
連
携
。
京
都
市

・
京
都
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
の
外
国
人
向
け
サ

イ
ト
「
京
都
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
」
内
に
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
リ

ン
ク
を
設
置
し
た
。
ト
リ
ッ

プ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
ト
リ

ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
情
報

を
視
覚
的
に
図
解
し
た
も

の
）
で
京
都
市
の
観
光
情
報

を
記
し
た
「
京
都
ノ
ト
リ
セ

ツ
」
を
作
成
。
原
田
代
表
は

「
多
く
の
自
治
体
か
ら
連
携

事
業
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

が
あ
る
。
積
極
的
に
進
め
て

い
く
」
と
方
針
を
述
べ
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
た
事

業
と
し
て

月
末
に
、
日
本

ペ
ー
ジ
の
メ
イ
ン
タ
ブ
を

「
ホ
テ
ル
」か
ら「
ホ
テ
ル
／

旅
館
」
に
変
更
し
た
こ
と
を

説
明
。
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
展
開
す
る

カ
国


言
語
全
て
で
反
映
さ
れ
た

め
、「
旅
館
に
注
目
が
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
旅
館
と
い

う
言
葉
を
定
着
さ
せ
る
手
伝

い
を
し
た
い
」と
原
田
代
表
。

ホ
テ
ル
と
旅
館
を
同
じ
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
表
示
す
る
こ
と
で

双
方
の
閲
覧
数
も
向
上
し
、

好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
は

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
と「
旅
館
」

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
だ
。

　
ま
た
日
本
人
の
国
内
旅
行

促
進
を
図
る
た
め
、
日
本
独

自
の
ペ
ー
ジ
「
温
泉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を

月
に
開
設
し

た
。
全
国
４
０
０
の
温
泉
地

ご
と
に
１
万
件
以
上
の
温
泉

付
き
ホ
テ
ル
、
旅
館
を
口
コ

ミ
で
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
。
質

問
に
答
え
る
と
最
適
な
温
泉

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る

「
温
泉
マ
ッ
チ
ン
グ
」
機
能

の
提
供
も
開
始
す
る
。

　
宿
泊
施
設
向
け
で
は
、
旅

行
計
画
者
と
宿
泊
施
設
、
ま

た
ユ
ー
ザ
ー
同
士
を
結
び
つ

け
る
「
Ｑ
＆
Ａ
」
機
能
を
追

加
。
他
に
は
、
ト
リ
ッ
プ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
比
較
検
索
機

能
で
各
施
設
が
空
室
状
況
や

最
低
料
金
を
表
示
で
き
る

「
ト
リ
ッ
プ
コ
ネ
ク
ト
」
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
記
者
ら
の
質
問
に
原
田
代

表
は
「
個
人
的
な
考
え
」
と

前
置
き
し
た
上
で
、
空
き
部

屋
な
ど
貸
し
出
す
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
レ
ン
タ
ル
に
注
目
し
て

い
る
と
述
べ
た
。
日
本
以
外

の
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
は
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ

ル
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
取
り
扱
う
予
定
は
な

い
と
言
う
。
「
旅
行
業
法
を

鑑
み
、
政
府
、
観
光
庁
と
積

極
的
に
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン

タ
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
松
葉
ガ
ニ
漁
が
解
禁
と
な

っ
た
鳥
取
県
は

月

日
、

東
京
・
新
橋
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
「
と
っ
と
り
・
お
か

や
ま
新
橋
館
」
で
首
都
圏
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
を
対
象
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

指
定
施
設
宿
泊
者
に
カ
ニ
が

当
た
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
や
飛
行
機
で
来

県
し
た
４
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
に
５
千
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
す
る
制
度
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　
鳥
取
県
の
前
田
修
東
京
本

部
長
は
「
鳥
取
県
は
ウ
ェ
ル

カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
て
、
県
名
を
『
蟹
取
県
』

に
変
え
て
ま
で
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
、
か

つ
て
な
い
規
模
で
松
葉
ガ
ニ

を
使
っ
た
誘
客
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
。

「
来
年
３
月
に
は
鳥
取
空
港

は
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
と

名
前
を
変
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
」
と

述
べ
、
誘
客
効
果
へ
の
期
待

を
膨
ら
ま
せ
た
。

　

月
か
ら
来
年
２
月
末
ま

で
展
開
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ル

カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
期

間
中
、
指
定
さ
れ
た
施
設
に

宿
泊
し
た
人
を
対
象
に
、
毎

月
１
０
０
人
に
５
カ
月
連
続

で
旬
の
カ
ニ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
い
う
も
の
。

　
ま
た

月

日
か
ら
３
月

８
日
（
年
末
年
始
除
く
）
ま

で
に
４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
県
内
二
つ
の
空
港
を
利
用

し
て
県
内
の
宿
泊
施
設
に
泊

ま
る
と
１
人
あ
た
り
５
千

円
、
先
着
３
千
人
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
行
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
実
施
す
る
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
、
と
っ
と
り
・
お
か

や
ま
新
橋
館
の
観
光
・
移
住

相
談
員
の
谷
本
優
子
さ
ん
は

「
両
方
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

使
っ
て
ダ
ブ
ル
で
お
得
な
旅

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
ダ
ブ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
過
去
に

は
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
そ
の
ほ
か

に
と
っ
と
り
花
回
廊
や
鳥
取

砂
丘
な
ど
で
行
わ
れ
る
冬
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
砂

の
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
３

Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
冬
の
鳥
取
観
光

の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
鳥
取
県
政
ジ
オ
バ
イ
ザ
リ

ー
ス
タ
ッ
フ
の
中
西
英
明

氏
、
通
称
「
か
に
ク
ン
」
に

よ
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

や
松
葉
ガ
ニ
に
ま
つ
わ
る
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
松
葉

ガ
ニ
や
県
産
品
の
試
食
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
出
席
者
は
旬

の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　
日
本
旅
館
協
会
（
針
谷
了

会
長
）
の
本
部
事
務
局
は
、

現
住
所
か
ら
移
転
す
る
。


月
８
日
か
ら
全
国
旅
館
会
館

ビ
ル
２
階
の
新
住
所
で
業
務

を
開
始
す
る
予
定
。
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
も
新
し

く
な
る
。

　
新
事
務
局
の
住
所
な
ど
は

次
の
通
り
。

　
業
務
開
始
日
＝

月
８
日

　
住
所
＝
〒
１
０
２
―
０
０

９
３
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
２
―
５
―
５
全
国
旅
館
会

館
ビ
ル
２
階

　
電
話
＝
０
３（
５
２
１
５
）

７
３
３
７

　
フ
ァ
ク
ス
＝
０
３
（
５
２

１
５
）
７
３
３
８

　
文
化
審
議
会
は

月


日
、文
化
財
分
科
会
の
審
議
、

議
決
を
経
て
、
史
跡
・
名
勝

・
天
然
記
念
物

件
を
新
た

に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学

相
に
答
申
し
た
。

　
答
申
の
結
果
、
官
報
告
示

後
の
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記

念
物
の
件
数
は
３
１
５
２
件

と
な
る
。

　
新
指
定

件
は
次
の
通

り
。

　
史
跡
＝
下
野
谷
遺
跡
（
東

京
都
西
東
京
市
）
▽
橘
樹
官

衙
遺
跡
群
（
神
奈
川
県
川
崎

市
）
▽
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群

（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）
▽

東
京
湾
要
塞
跡
・
猿
島
砲
台

跡
・
千
代
ケ
崎
砲
台
跡
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）
▽
加
茂

遺
跡
（
石
川
県
津
幡
町
）
▽

高
岡
城
跡（
富
山
県
高
岡
市
）

▽
星
ケ
塔
黒
曜
石
原
産
地
遺

跡
（
長
野
県
下
諏
訪
町
）
▽

本
證
寺
境
内
（
愛
知
県
安
城

市
）
▽
寺
戸
大
塚
古
墳
（
京

都
府
京
都
市
・
向
日
市
）
▽

神
雄
寺
跡
（
京
都
府
木
津
川

市
）
▽
狭
山
池
（
大
阪
府
大

阪
狭
山
市
）
▽
高
安
千
塚
古

墳
群
（
大
阪
府
八
尾
市
）
▽

中
城
ハ
ン
タ
道
（
沖
縄
県
中

城
村
）

　
名
勝
＝
袋
田
の
滝
及
び
生

瀬
滝
（
茨
城
県
大
子
町
）
▽

旧
徳
川
昭
武
庭
園
＝
戸
定
邸

庭
園
（
千
葉
県
松
戸
市
）
▽

旧
堀
田
正
倫
庭
園
（
千
葉
県

佐
倉
市
）
▽
懐
徳
館
庭
園
＝

旧
加
賀
藩
主
前
田
氏
本
郷
本

邸
庭
園
（
東
京
都
文
京
区
）

▽
旧
齋
藤
氏
別
邸
庭
園
（
新

潟
県
新
潟
市
）
▽
三
田
村
氏

庭
園
（
福
井
県
越
前
市
）
▽

水
郷
柳
河（
福
岡
県
柳
川
市
）

▽
旧
藏
内
氏
庭
園
（
福
岡
県

築
上
町
）
▽
平
戸
領
地
方
八

竒
勝
＝
平
戸
八
景
＝
潜
龍

水
、
大
悲
観
、
福
石
山
（
長

崎
県
佐
世
保
市
）
▽
肥
後
領

内
名
勝
地
＝
五
郎
ガ
瀧
、
聖

リ
瀧
、
走
リ
水
ノ
瀧
、
建
神

ノ
岩
、
神
ノ
瀬
ノ
岩
屋
（
熊

本
県
山
都
町
、
八
代
市
、
氷

川
町
、
球
磨
村
）

　
天
然
記
念
物
＝
甑
島
長
目

の
浜
及
び
潟
湖
群
の
植
物
群

落（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）

http://www.takumikan.com/

